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論文要旨： 
【目的】心理社会的職場環境改善のための職員参加型介入がメンタルヘルスに及ぼす効果を検討すること。
【対象・方法】看護師を対象とするクラスターランダム化比較試験を実施し、介入群（n=182）と対照群（n=218）
とに無作為に割付けた。介入方法は各部署の主任をリーダーとし、職員全員が改善活動に取り組む職員参加
型とした。介入期間は 6 か月間で、前半 3 か月間は研究者とリーダーによる全体ミーティングの中で各部署
の現状把握、改善策の立案、改善活動の進捗状況の報告等を月に 1 回行い、併せて個別インタビューを通じ
て研究者が改善活動を支援した。後半 3 か月間は自主的な改善活動の継続期間とした。介入前と介入直後に
メンタルヘルスの指標として、CES-D により「抑うつ」を、心理社会的職場環境として JCQ より「仕事の要求
度」「仕事のコントロール」「上司支援」「同僚支援」を、ERIQ より「努力」「報酬」を、QWC より「目標の明
確さ」「仕事の能率」「マネジメントへの参加」「能力向上」「職場風土」「リーダーシップ」「フィードバック」
を、それぞれ自記式質問紙を用いて評価した。解析はマルチレベル分析を用い、群（介入群／対照群）と測
定時点（介入前／介入後）の交互作用により介入効果を検討した。【結果】「抑うつ」には介入効果は認めら
れなかったが、「同僚支援」と「目標の明確さ」は交互作用が有意に、また「仕事のコントロール」も有意傾
向でみられ、介入群に効果が認められた。【結論・考察】抑うつに介入効果はなかったが、いくつかの心理社
会的職場環境に改善が認められ、職員参加型介入の有効性が示唆された。今後はより長期的に検討する必要
がある。
審査過程： 
1. 各評価尺度および介入の効果判定に関する解析について的確な回答が得られた。 
2. 職場環境の改善項目の決め方および介入群と対照群のミーティング活動の差などに関する質問に対して
適切な回答が得られた。 
3. 抑うつに効果が認められなかった点に関して的確な説明が得られた。 
4.  本調査結果を踏まえた職員参加型介入の心理社会的職場環境改善およびメンタルヘルスのありかたに関
する課題について適切な説明が得られた。 
価値判定： 
心理社会的職場環境改善は産業精神保健上の大きな課題であるが、多数の対象を用いたクラスターランダ
ム化比較試験により、職員参加型介入のメンタルヘルスに及ぼす効果を実証した本研究の意義は大きく、学
位論文としての価値を認める。 
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